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A. 研究目的 

２０１９年度秋には小児がん連携病院

の指定がなされたところであるが、そ

の目的は、小児がん拠点病院と小児が

ん連携施設との適切な診療体制の構築

である。実際に指定前から構築ができ

ているかを検討する。 

 

B. 研究方法 

小児がん拠点病院である京都府立医科

大学と小児がん連携施設である滋賀医

科大学、京都市立病院、国立病院機構

舞鶴医療センターの 3 施設と適切に診

療分担体制が構築できているかを、２

０１６年から２０１８年の診療実績の

解析から考察した。 

（倫理面への配慮） 

該当なし。 

C. 研究結果 
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図1造血器初発症例

Down症TAM登録
その他の造血器腫瘍
その他の組織球症
組織球症（LCH）
組織球症（HLH）
その他のリンパ増殖性疾患
ホジキンリンパ腫
非ホジキンリンパ腫

研究要旨 

２０１９年度秋には小児がん連携病院の指定がなされたところであるが、当施

設と小児がん連携施設と適切に疾患の治療体制が構築できているかを、２０１

６年から２０１８年の診療実績の解析から考察した。小児がん拠点病院では、

集学的治療を行う固形腫瘍および再発症例を中心に診療を行い、小児がん診療

を行う小児がん連携施設では、治療法が確立し、血液腫瘍医のみでの診療が可

能な初発血液腫瘍を中心に診療を行う体制が、年毎に確立してきていることが

確認できた。今後もこの連携体制を継続強化していきたい。 
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小児がん拠点病院では、集学的治療を

行う固形腫瘍および再発症例を中心に

診療を行い、小児がん診療を行う小児

がん連携施設では、治療法が確立し、

血液腫瘍医のみでの診療が可能な初発

血液腫瘍を中心に診療を行う体制が、

年毎に確立してきていることが確認で

きた。 

D. 考察 

当院および小児がん連携施設において

は、小児がん連携施設指定前から、小

児がん診療の適正な役割分担が確立し

ていたことが示された。今後もこの体

制を維持強化して、地域の小児がン患

者への適正医療を推進していく。結論 

ご記入ください 

 

E. 健康危険情報 

該当せず。 
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図２造血器再発

Down症TAM登録
その他の造血器腫瘍
その他の組織球症
組織球症（LCH）
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図3初発固形腫瘍

その他の固形腫瘍
脳脊髄腫瘍
胚細胞腫瘍（脳・脊髄病変以外）
軟部腫瘍
骨腫瘍
肝腫瘍
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図４再発固形腫瘍
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１． 学会発表 

該当なし。 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1. 特許取得 

該当せず 

2. 実用新案登録 

該当せず 

3. その他 

該当せず 

 

 

 

 


